ので ある。 

しかるに あらゆる 経験の 第一 の 源と なる 人間の 五感 

が どれほど 鋭敏で また 確実で あるかと いう 事 はぜ ひと 

も 考えて みなければ ならぬ。 

人間の肉 眼が 細かい もの を 判別し うる 範囲 はおお よ 

そ どれく らいかと いうと まず 一 ミリの 数 十分の一 以上 

の ものである、 最強 度な 顕微鏡の 力 を 借りても その 数 

千分の 一 以下に 下げる 事 はでき ぬ (もっとも 細かい も 

のの 見える 見えぬ は その物の 光度と 周囲の 光度との 差 

により また 大きさより はむしろ 視角に よるが)。 そし 

て その物から 来る 光の 波長が 一 ミリの 二 千分の 一 ない 



以上の 程度まで は 物理学者 も 素人 も あまり 変わり は 

ないよう であるが、 物理学者と 素人と 異なる 所 は 普通 

人間に も存 する このような 感覚 を はなれた 見方 を どこ 

まで も 徹底 させて 行く 点に ある。 物理学 発達の 初期に 

は 物理学者の 見方 はま だ それほど 世人と 離れて いな 

かった。 たとえば 音響と いうよう な 現象で も 昔 は 全く 

人間の 聴官に 訴える 感覚的の 音 を 考えて いたのが、 だ 

ん だんに 物体の 振動なら びに そのために 起こる 気 波と 

いう 客観的な もの を 考える ようになり 「聞こえぬ 音」 

と いうよう な 珍奇な 言葉が 生じて 来た。 今日 純粋 物理 

学の 立場から 一一 一一 n えば 感覚に 関した 音と いう 概念 はも は 



や 消滅した わけで あるが 因習の 惰性で 今日で も 音響学 

という 名前が 物理学の 中に 存 している。 今日で はむし 

ろ 弾性体 振動 学 とで もい うべき であろう (生理的 音響 

学 は 別と して)。 光の 感覚で も 同様で ある。 光覚に 関 

する 問題 は 生理学の 領分に 譲って 物理学で は 非人間的 

ふくしゃ 

な 電磁波 を 考える のみで ある。 熱の 輻射 も 無線電信の 

電波 も 一 つの 連続 系の 部分に なって しまって 光と いう 

言葉 の 無意味な ために 今では 輻射線と いう 言葉 に 蹴落 

とされて しま つたので ある。 

今日の ように 非人間的に 徹底した ように 見える 物理 

学で もま だ 徹底し ない 分子 を 捜せば いくらでも 残って 



いる。 たとえば 力と いう 観念で も 非人間的 傾向 を 徹底 

させる 立場から 言えば なんらの 具体的 の もので はなく 

ただ 「物質に 加速度が 生じた」 という 事 を、 これに 「力 

が 働いた」 という 言葉 で 象徴的 に 言 いかえる に 過ぎ な 

い が、 普通 ， J の 言葉が 用 い られる 場合に は 何 か そこに 

具体的な 「力」 というものがある ように 了解され てい 

る。 これ は 人間と してやみ 難い 傾向で またそう 考える 

のが 便宜で ある。 また 他の 例 を 取れば 物理学で も 右左 

という 言葉 を 用いる、 しかし これ も 人間と いう もの か 

ら 割り出した 区別で 空間 自身に は 右 もなければ 左 も あ 

る はず はない。 もし どこまでも 非人間的な 態度で 行け 



ば 物理学の 書籍から このような 言葉 を 除去し なければ 

ならぬ はずで あるが、 実際 は 平気で これ を 使用して い 

る、 この 一事で も 非人 間 主義の 物理学が 人間の 便宜の 

ひざ 

ために 膝 を 屈して いる 事 はわ かるだろう。 

ある 人 は 著者に 物理学の 教科書 を 幾何学 教科書 の よ 

うな 画一的な ものにしたい ものであると 言った が、 自 

分 は それ はむ つかし かろうと 考える。 数学の ように 最 

初 全く 任意に (もっとも 経験から 暗示され る もので は 

あるが) 一 つの 概念 を 与え あと は 解析ば かりで その内 

容を 展開す るのと、 物理学で 自己 以外の 実在と して 与 

えられた 外界の 現象 を 系統 立てる のと はよ ほど 趣が ち 



ばかり を 選ぶ とすると それ を 徹底させる ために は 時に 

はた い へ んな 迂路 を 取らねば ならぬ ような 事が ある だ 

ろう。 ただ 一 筋の 系統に よって 一 糸 乱れぬ 物理学の 系 

統を 立てよう という 希望 は 決して 悪く はない が、 人間 

の 便宜と いう 点から 考える とそれ はむしろ 不便で ある _ 

大通りが 縦横に 交差して その 間に はまた 多数の 「抜け 

裏」 の あるよう な、 そういう 複雑な 系統と して 保存し 

発達 さるべき もので はない かと 考える。 

近年 プランク など は 従来 勢力の あった マッハ 一 派の 

感覚 即 実在論に 反対して、 科学 上の 実在 は 人間の 作つ 

た 便宜 的 相対的の もので なく もっと 絶対的な 「方 則」 



のの 便宜 を 標準と して 選択 するとい う 意味で ある。 そ 

れ でこう いう 意味で 現在の 物理学 はたし かに 人工的な 

造営物であって その 発展の 順序に も 常に 人間の 要求 や 

歴史が 影響す る 事 は 争われぬ 事実で ある。 

物理学 を 感覚に 無関係に するとい う 事 はお そらく 単 

に 一 つの 見方 を 現わす 見かけの 意味であろう。 この 簡 

単な 言葉 に 迷わされて 感覚と いう ものの 基礎的の 意義 

効用 を 忘れる の はむしろ 極端な 人間 中心 主義で かえつ 

て 自然 を 蔑視した ものと も 言われる ので ある。 

(大正 六 年 十 一 月、 東洋 学芸 雑誌) 
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